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開会 午後３時 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○松本委員長  ただいまから平成２７年第１８回教育委員会会議を開会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○松本委員長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員として、 

石井雅恵委員を指名いたします。 

○松本委員長 日程の第２に入ります前に、本日の議案第 1 号、第 2 号、追加議案第 1 号が、教育委

員会会議規則第１６条第１項第１号に該当いたしますので、非公開とさせていただきたいと思います

が、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 

 異議なしと認め、議案第 1 号、第 2 号、追加議案第 1 号は非公開ということでよろしくお願いいた

します。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告 

 

○松本委員長 日程の第２、教育長報告をお願いします。 

○吉田教育長 過日の総合教育会議の前日だと思うのですが、この間の経過について説明させて

いただきます。 

 まずはじめに、例年行われております札幌地区私立中学高等学校ＰＴＡ連合会からの陳情につ

いてでありますが、ことしは１１月５日に、北星学園女子中学高等学校ＰＴＡ会長外７名の方が

来庁され、私学助成に係る陳情書を提出されました。それらを受領したところであります。 

 具体的な陳情内容は、市内高校の間口の増減等への対応について。 

 また、公私間の学費負担の格差是正として、１人あたりの教育費として年間１万円の補助をお

願いしたいというものでありました。 

 道立高校については、市としての対応は難しいところですが、教育費の助成につきましては、

現在、市では札幌日大高等学校への支援を行っているところであり、今後とも私学の支援に努め
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てまいりたいと考えているところであります。 

 次に、校長会や教頭会を初めとする教育団体で構成する北広島市教育予算要望委員会からの教

育予算に関する要望についてでありますが、ことしは、１１月９日に３名の校長、教頭が来庁し、

市長への要望書の提出があったところであります。 

 特に、重点とした要望としましては、放課後子ども教室事業の拡大、特別支援教育支援員の増

員、デジタル教科書等のソフトの充実、学校の施設設備の整備といったものとなっているところ

であります。 

 要望事項につきましては、北広島市教育基本計画との関連を図り、それぞれの学校の実態に即

したものであることから、これらを参考にして予算要求にあたるなど、教育の充実を図ってまい

りたいと考えております。 

 次に、フレンドリーセンター事業についてでありますが、障がいのある方が生涯学習活動を通

じて学び、交流する場を提供する事業として実施しております。１１月１日には、中央公民館に

おいて、秋のスイーツ教室を開催し、８組１６名の方が参加し、サツマイモのモンブランとアッ

プルケーキづくりに挑戦をしたところであります。また、１１月１４日にはサッカー教室、２１

日には体操教室を開催することとしております。 

 次に、公民館まつりについてでありますが、１１月１５日に中央公民館において開催をいたし

ます。今年は、公民館まつりとわくわく公民館子どもまつりを統合して実施することとし、中央

公民館を利用する団体や子ども実行委員で組織する実行委員会が準備を進めているところであり

ます。 

 次に、学校支援ボランティア交流会についてでありますが、１１月１９日に広葉交流センター

において開催いたします。交流会では、学校支援地域本部事業を支えていただいている学校支援

ボランティアや関係団体、学校関係者、ボランティアを希望する方々が参加し、北の台小学校と

大曲小学校からの実践校発表などを交えながら、相互交流を図っていくこととしております。 

 次に、いちにのジャンプ大会についてでありますが、１１月２８日に総合体育館において開催

いたします。誰もが気軽に取り組める競技でありますことから、昨年は、恵庭市立和光小学校か

らも４チームが参加するなど、過去最高の３６チーム４２２名が参加しており、年々参加者が増

えてきている状況にあります。ぜひご覧いただければと思っているところであります。 

 次に、平成２６年度の学校給食異物混入状況についてでありますが、別紙報告書のとおり、小

学校におきましては１２件、中学校におきましては８件の異物混入があったと報告をされている

ところであります。 

 なお、その後の対応につきましては、食材製造業者及び調理委託業者に対して、衛生管理体制

の徹底を図るよう指導を行うとともに、学校に対しましても、配膳時における衛生管理の徹底を

お願いしたところであります。 

 次に、旧島松駅逓所ライトアップ秋編の実施と冬期閉館についてでありますが、ライトアップ

につきましては、１０月１５日から２５日までの１１日間、秋編として実施をいたしました。期

間中は、午後４時３０分から７時まで、建物と周辺の石碑や紅葉した樹木に光をあてたほか、土
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曜日と日曜日には雨戸を開けて館内を無料開放し、延べ２３１名の方に観覧をいただきました。

回を重ねるごとに観覧人数が増えていることから、今後も季節の風物詩となるよう継続してまい

りたいと考えております。 

 なお、旧島松駅逓所は１１月３日をもちまして、４月２８日以来の開館期間を終えたところで

あります。今年度の来館者数は、夏・秋のライトアップ観覧者を含め７,１４２人でありました。 

 最後に、８月末に実施しました今年度の北広島市図書館の蔵書点検についてでありますが、図

書館本館、地区図書室の蔵書約３３万５,０００冊のうち、不明本は昨年より微増となる１２２冊

であり、金額にしておよそ２７万円相当でありました。近隣の他市との比較において、依然とし

て不明本が少ないことから、市民の皆様が図書館及び蔵書を大切に扱っていただいていることが

伺い知れる結果となりました。 

 以上であります。 

○川口学校給食センター長 それでは、私のほうから別紙報告書についてご説明いたします。 

 本年７月の教育委員会会議におきまして、平成２６年度の学校給食の状況報告ということで、

私から意見の収集結果、また、アレルギーの取り組み等についてご報告いたしましたが、異物混

入の状況報告というのを行っておりませんでしたので、今回少し遅くなったのでありますけれど

も、ご報告ということで、今回載せさせていただいたということであります。 

 まず、報告書につきましては、小学校が平成２６年度において１２件の異物混入があったとい

う形になっております。内訳としては、食材製造の段階において入ったのが５件、この５件につ

きましては、食材納入業者に対して、衛生管理体制の徹底を図り、チェック体制を強化していく

よう、文書及び口頭により指導したというものであります。 

 また、調理段階で２件という形で入っておりますけれども、これは、ナンバー７番、カレーの

中にタマネギの皮が混入していたということで、これについては、調理委託業者に対して衛生管

理体制の徹底を指導したというところであります。 

 またもう１件、ナンバー１０につきましては、この件については、本年の３月に教育委員会議

にご報告しておりますけれども、カレーのルーに２センチ程度の自動スライサーのねじが混入し

た可能性があるということで、カレーを食さないよう給食の一部停止を行ったものであります。

これついて原因追及しましたが、最終的にこのねじについてはカレーの中には入っておらず、洗

浄時において下水に流れたと思われるということで処理をいたしたところであります。 

 これについては、調理業者に対して、管理体制の徹底を図らせるということで、食材調理前、

調理後の各種機械の点検について、必ず２人以上の目で確認するというように徹底させておりま

す。 

 また、学校配膳時において１件入っております。これについては、ジャガイモのスープの中に

セロテープが入っていたということで、これは学校といろいろ話をしたのですけれども、結果的

に、児童の服に付着していたセロテープが配膳時に混入したということで、これについては、当

該学校に対して、配膳時において児童に指導するよう学校側に要請をしたところであります。 

 また、不明については３件ございます。この不明については、ナンバー５番ですとか、髪の毛
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が入っていたですとか、ナンバー１２もトンカツの中に髪の毛が入っていたという形であります

けれども、これについていろいろ確認いたしましたが、調理委託業者の食材製造中に入ったか、

また、学校の配膳時において入ったかというのが特定できなかったということで、不明としてお

ります。これにつきましては、不明ということになりましたが、うちの委託業者に対して、各調

理人に対する衛生管理体制の徹底を図るよう指導したとともに、学校に対して、配膳時において

衛生管理の徹底を行っていただくよう要請をしたというところであります。 

 次のページで、中学校になりますけれども、中学校においても８件の異物混入がありました。 

 食材製造において混入したという部分が４件あります。コーンシチューの中にビニール袋の切

り落とし部分が混入していたですとか、ナポリタンの中に空気抜きのつめが混入していたですと

かというものがあります。これについては、食材製造業者に対して衛生管理の徹底を図るよう、

文書及び口頭により、私のほうから指導をいたしております。 

 また、調理段階においても１件ございました。これについては、ブロッコリーとベーコンのサ

ラダの中に幼虫が混入していたということで、これは、水による各野菜の洗浄を行ってはいたの

ですが、これがあえもの中に入っていたということで、これに対して、委託業者に対して目視検

査等の強化を図るようということで指導をいたしております。 

 また、これは調理場に再度私のほうから指導をしておりますけれども、野菜、特にブロッコリ

ー等については、当初は水洗いだけでしたけれども、最初に塩水で１回洗浄をした後に真水によ

る洗浄を行うということで、今現在はそれを行っているところであります。 

 また、中学校においても不明が３件ございました。これについても、髪の毛等が食材の中に入

っていたということでしたけれども、これも小学校と同じように、調理段階で混入したか配膳中

に混入したかというのが判明できませんでしたので、これは、調理業者に対しての指導とともに、

学校に対して、配膳時における衛生管理の徹底を図るよう要請をしたところであります。 

 内容については、以上であります。 

○松本委員長 今の補足を含めて９点ご説明いただきましたが、皆さんから何か。 

○大山委員 給食の異物混入というのは、児童生徒から先生へ報告があったものを全て報告され

る仕組み、システムになっているのですか。 

○川口学校給食センター長 異物混入マニュアルを昨年、中学校に配布いたしまして、このマニ

ュアルに従って、各学校においてやっていただいています。ですから、各教室で何か異物混入が

あった場合は、必ず教頭、そして校長を通してこちらのほうに、まずは一報をいただくという形

で行っております。本当に軽易なものといいますか、学校のその教室の中で判断できるものとい

うのも中にはありますので、それ以外のものについては全て給食センターに、私のほうに来ると

いう形になっております。 

○松本委員長 よろしいですか。ほかに。 

（異議なし） 
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◎日程第３ ○報告第１号 教育行政報告について 

 

○松本委員長 それでは、日程の第３、報告第１号について、説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 報告第１号教育行政報告についてでありますけれども、別紙資料１のほうに、

市議会第４回定例会に教育行政報告を行うため、教育委員会の議決を求めるものであります。 

 それでは、報告内容を読み上げたいと思います。 

 一つ目、まずはじめに、小中高一貫ふるさとキャリア教育推進事業の研究指定についてであり

ますが、北海道教育委員会の新規事業として、道内の高校１４校と市町村の小中学校３６校が１

０月７日付で指定され、石狩管内では、北広島西高校、西の里小学校及び西の里中学校が指定を

受けたところであります。 

 本事業は、地域の次代を担う人材を育成するため、小中高の１２年間を見通した体系的なキャ

リア教育に取り組むとともに、家庭生活の大切さや地域で子どもを育てることについて学習する

ものであります。 

 今後、北広島西高校が中心となり、本市の推進方針、夢ノートを活用しながら、３年間の教育

実習期間でキャリア教育の全体計画を策定するとともに、地域の特性や教育指導を活かしたさま

ざまな事業に取り組んでいくこととしております。 

 次に、カナダ・サスカツーン市への相互派遣交流事業についてでありますが、１０月８日から

１６日までの９日間の行程で、異文化への理解と国際感覚を持った人材育成することを目的とし

て、高校生１２名を派遣します。派遣内容は、サスカツーン市内の高校との交流やホームステイ

を通して多くのことを学び、友情を育むなど、人生における貴重な体験をしたものと考えており

ます。さらに、関係の皆様に、２５年という長きにわたる交流のお礼と感謝を伝えるため、１０

月８日から１３日までの６日間の行程で、市長が直接サスカツーン市長への表敬訪問等を終えた

ところであります。 

 以上です。 

○松本委員長 よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 それでは、報告第１号については、承認ということにさせていただきます。 

  

 

○議案第１号 教職員の任用に関する内申について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 
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○議案第２号 北広島市いじめ等問題対策委員会委員の委嘱について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第３号 市議会定例会提出議案について 

 

○松本委員長 議案第３号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第３号市議会定例会提出議案についてでありますが、第４回定例会に、

平成２７年度一般会計補正予算を提出することについて、市長から意見を求められましたので、

教育委員会の議決を求めるものであります。 

 補正予算の内容につきましては、６ページをご覧いただきたいと思います。 

 まず、歳入でありますが、寄附金の教育費寄附金につきましては、１０月にふるさと寄附金と

して、千葉県浦安市に在住の清水一己氏より受けました５０万円と、アイグステック株式会社よ

り受けました寄附金３０万円を奨学金寄附金として増額するものであります。 

 次に、市債の教育債のうち、大曲中学校北校舎大規模改造事業債につきましては、事業費の増

額により、１,５００万円を増額するものであります。 

 次に、歳出でありますが、１０月にふるさと寄附金として、千葉県浦安市に在住の清水一己氏

より受けました５０万円と、アイグステック株式会社より受けました寄附金３０万円を、奨学金

に積み立てるため増額するものであります。 

 なお、この補正予算の内容につきましては、現在、要求レベルであり、今後、理事者査定を経

て決定することになりますので、その点をご了承お願いしたいと思います。 

 以上が補正予算の内容であります。 

○松本委員長 この清水さんという方は、何か当市に関係のある方なのですか。 

○櫻井学校教育課長 そう思われるのですが、本当にペーパー１枚で、ふるさと寄附金の申し込

みがあったということであります。 

 したがって、使途についても当初指定はなかったのですけれども、一般の使途でということで、

奨学金にということで指定をいただいたということで、この方のゆかりまではお伺いしていない

ところです。 

○松本委員長 何かありませんか。 

○佐藤委員 １,５００万円変わるといったら結構なものだと思うのですけれども、大分変わった

のですか。 

○櫻井教育部次長 大曲中学校北校舎大規模改造の事業費が増えたのです。今回、大曲中学校体

育館の改造事業も行っていまして、その中で、非構造部材の補助金は付いたのですが、大規模改

造分が不採択となりました。その改造工事の中にキュービクルという電源関係の装置がありまし
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て、補助金がつかなかったものですから、北校舎の工事のほうに移しまして実施するため、体育

館の改造工事費を流用して、事業費を増額したものです。そのことで、事業費全体が膨らみ、補

助金を差し引きした残りの起債が増えたということです。結果的に体育館で要求したものを北校

舎で実施したものです。 

○松本委員長 よろしいですか。ほかにございませんか。 

（異議なし） 

○松本委員長 特になければ、議案第３号市議会定例会提出議案については、原案可決と決しま

す。 

 

 

○議案第４号 平成２６年度教育委員会の事務事業に関する点検・評価報告書の作成について 

 

○松本委員長 議案第４号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 議案第４号平成２６年度教育委員会の事務事業に関する点検・評価報告書の

作成についてでありますが、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項及び第２

項の規定に基づき、平成２６年度に教育委員会が取り扱った教育行政事務について、自ら点検・

評価を行い、教育施策審議会からの意見を踏まえて報告書を作成するため、教育委員会の議決を

求めるものであります。 

 なお、議決をいただいた報告書につきましては、同項の規定に基づき、市議会へ提出するとと

もに市民に報告することとなっております。 

 報告書の概要につきましては、お手元の報告書(案)に沿いましてご説明をさせていただきたいと

思います。 

 資料２－２です。お手元の報告書(案)について、概要を説明させていただきます。 

 この報告書(案)は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条の規定に基づき、実施を

した内容になっています。 

 平成２６年度、昨年度の教育委員会の事務事業について点検及び評価の内容を整理したもので

ございます。 

 昨年度までは、隔年度に実施する点検・評価の対象政策を、学校教育分野政策２、３と、社会

教育分野政策１と４から８に分けまして、一昨年と昨年の交互に実施をし、平成２４年度は、学

校教育分野の３２事業、平成２５年度は、社会教育分野から３５事業をピックアップしまして、

政策１から８の点検を一通り終えたところであります。 

 今回、平成２６年度事務の点検にあたりましては、再度、同じサイクルでの事務事業による点

検・評価は行わず、事務事業の上位にあたります、施策評価による点検・評価に取り組むことと

いたしました。 

 ただし、現時点では、施策の目標を客観的に数値化した具体的な施策シート設定などに至って

いませんので、今回の平成２６年度評価につきましては、現行の事務の点検及び評価実施要領を
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改正しまして、２３の施策単位で事務事業をまとめて、点検・評価書を作成いたしました。施策

全体の総合的な成果を評価しまして、今後の方向性を明らかにする形でまとめさせていただいて

います。 

 この評価書に対して、教育施策審議会の委員のご意見をいただき、点検・評価報告書として、

今回まとめたところでございます。 

 なお、今後、施策の目標を客観的に数値化した具体的な施策指標につきましては、これから着

手いたします教育推進計画２８年から３０年度や学校教育の推進方針並びに社会教育の推進方針

において、目指すべき状態の目標値というのを設定していきたいと考えておりまして、次年度の

平成２７年度の点検・評価につきましては、当該施策の目標に対して、この施策はどれだけ達成

できているかといったような視点による施策評価を実施したいと今のところは考えております。 

 それでは、ページをめくりながら説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、表紙をめくっていただいて、目次ですが、この報告書は、第１章から第３章までと、資

料１、２、３からの構成とさせていただいています。 

 次に、１ページですが、第１章としまして、点検・評価についてということで、点検・評価の

公的な根拠や点検・評価の今後について、次の２ページから３ページで、点検・評価書の構成と

記載項目、点検・評価結果の概要について記載をさせていただいています。 

 次に、第２章の平成２６年度の点検・評価書につきましては、４ページから３２ページまでに

施策別の点検・評価書を記載しております。各評価書の最後に、教育施策審議会の意見として、

審議会で出された意見をまとめたものを記載しております。 

 例えば４ページですと、一番下に書いてあるのですが、家庭教育支援事業について、実践活動

における子どもたち生活したことをもとに、今後、生活改善施策に取り組んでいただきたいとい

うような意見を付してまとめているということになっております。 

 次に、３３ページから第３章になりますが、ここにつきましては、平成２６年度の教育委員会

の活動状況として、会議の開催状況とか会議の内容等について記載しております。 

 最後に、資料として、３７ページになりますが、平成２６年度の教育行政執行方針、教育施策

会議や北広島市教育委員会の事務の点検及び評価実施要領を添付させていただいております。 

 以上、報告書案の概要について説明させていただきましたが、今回、教育委員会で議決いただ

きますと、法律の規定に基づきまして、次回、１２月の定例議会の建設文教常任委員会へ報告し、

その後、教育委員会のホームページで公表を予定しているところであります。ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○松本委員長 皆さんのほうから何か。 

○佐藤委員 １９ページの学校支援地域本部事業とあって、ボランティア登録数が、２４年が９

０人、２５年が９９人、２６年度で４９人になっていて、評価はＢになっているのですけれども、

５０人減ったという部分が、いきなり減っている理由というのは、やめられた方にアンケートと

かというのはとらないのですか。 

○棚田社会教育課長 学校支援ボランティアにつきましては、登録期間をいただいて、３年間と
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しております。よって、平成２６年から新たに募集を行った結果、人数が少なくなったというの

が実態でございます。 

 平成２６年から３年間の登録期間は、個人を受け付けたことから、５０まで大きく差が出てい

るという状況ではないかと考えております。 

○佐藤委員 前にボランティアの方にちょっと話を聞いたときに、学校自体がボランティアのほ

うに丸投げされていて、やる気が起きないという意見が出ていて、そこら辺の意見を酌み取って

いるのかなというのが少し気になっているところで、先生方も忙しいのはわかるのですけれども、

丸投げというのが結構常態的に出てきているみたいな雰囲気が見えるので、そこら辺を改善して

いかないと、今後も減る一方なのかなという気がするのです。 

○棚田社会教育課長 今のご意見については、私どもも承知しております。学校の意見もあれば、

団体からの意見もあります。団体の皆さんからそういうようなこともお聞きしておりまして、毎

年、学校支援ボランティアの交流会をやっていきながら、お互いの連携をつくっていきたいとい

うことが一つと、今、コーディネーターには、団体との調整にあたっては、コーディネーターも

介在して、調整していくということで、今年度、作業に入っているところでございます。 

○松本委員長 よろしいですか。他にいかがでしょうか。 

○大山委員 ４９という数字は、この３年間は４９でいくということなのですね。 

○棚田社会教育課長 基本的に、登録いただいた中で、２６、２７、２８の３年間有効となりま

すので、随時募集をして、増えていくようになっております。 

○吉田教育長 補足で、ボランティアをやっていただく方にたくさんの支援をいただき、感謝し

ています。今後も裾野を広げていきたいと思っています。 

 実は、今まで学校がサポートしてくれる人を自分たちでそれぞれ探して、開拓するという仕事

が、大きな仕事で負担だったのです。それを全市的に募集から調整・紹介まで学校地域支援本部

が行うことで、学校の業務を少し緩和してあげ、よりボランティア意識の高い方にやっていただ

けるようになりました。こうした仕組みが数年続いてくると、学校も紹介してくれるのが当たり

前になってきているという反省だったのですね。来てくれた人がやってくれるから楽だという意

識ではだめだと、啓発しなければならないなと思って聞いていました。また、学校も喜んでいる

というところはボランティアに伝わるようにしなければだめなのですね。子どもにとっても先生

にとってもプラスになっていますよと。 

○佐藤委員 いきなり５０人も減ったらボランティアが足りなくなるのではないか。 

○松本委員長 他に。 

○石井委員 コーディネート事業数のことなのですけれども、２６年には３４０件、徐々に上が

ってきているのですけれども、目標としては１８０となっているので、色々なことをやっている

というというか、やり過ぎているとかというような。 

○棚田社会教育課長 学校支援ボランティアの事業時間全体の予算が２４年、２５年にわたって

どんどん増えました。学校１校あたり１２５時間からスタートしまして、その後１５０時間にな

り、現在が２００時間となっています。よって、全体の中で事業数も増えるというのが結果とし
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てあらわれている数字となります。 

○石井委員 評価はＡですからね。わかりました。減っているということですよね、色々と。 

○松本委員長 １点、１１ページ最後に、委員会の意見で、多分、標準学力検査実施について、

状況を報告したらどうですかという意見がついていると思うのですけれども、そもそも全学校で

行っている標準学力検査というものがどういうもので、予算措置なんかはどの程度されていて、

というような基本的な、この検査についてのことを教えてほしいのです。 

○櫻井学校教育課長 標準学力検査ということで、要は市販のテストです。経年変化を見るため

に、一つの会社から毎年買い続けて、小学校１年生以外の全生徒に受けてもらって、小学校２年

生から中３まで受けてもらって、予算としては、購入費用だけで約５００万円かかっています。 

○松本委員長 教育委員会として。 

○櫻井学校教育課長 はい。学習学力状況調査は、小学６、中３という固定の学年で受けること

になるものですから、どうしても経年では見られない。受ける対象が別ということで、標準学力

検査については、同じ子どもが小２、小３、小４と、経年でどういった傾向にあるかというとこ

ろも見られるということもあって、毎年４月の頭に受けてもらって、その検査結果を受けて、そ

の後、学校のほうの改善に役立ててもらおうということで、毎年予算化しているということです。 

○鹿野教育部次長 教科は、小学校が国語、算数。中学校ついては、１年生は国数社理、英語は

やっていません。２・３年生で国数社理英の５教科になっています。４月、入学してすぐの日に、

全ての児童生徒を対象に行い、その結果が、全児童生徒のできているところ、弱いところと明確

にするような形で個表として結果が学校に来ます。それとともに、学校の学年ごと、学級ごとの

状態も結果として来ます。個表については、ほとんどが家庭訪問や教育相談を活用して、子ども

たちに、親も含めて話して、弱いところなどを伝えて、これからの１年間の学習の見通しを立て

るような取り組みをしています。それぞれの学校では、それぞれの教科ごと、学年ごと、また、

経年の変化を見ながら、教科ごとの課題や、授業改善につなげる内容を明らかにして、工夫して

いるところです。 

○松本委員長 フィードバックとしては、各家庭の段階で活用しているというか、説明している

と。どういう経年変化があるとか、この学級はこういう特徴があるとかという形での公表はして

いないから、こういう意見が出てきていると、そういう感じだと捉えていいですか。 

○櫻井学校教育課長 この結果については、学力向上推進事業として、せっかくお金をかけて、

学力向上に向けて試験をやっているのに、何も指標としてわからないのではないかというところ

が審議委員会のご意見、確かにそのとおりではあるので、学力向上にこういったことでお金をか

けたのであれば、こういった成果が出てきていますというところが表れ表れるような指標に直し

たほうがいいのではないかというご意見を審議会の中ではいただきました。 

○松本委員長 ほかよろしいですか。ほかになければ、議案第４号点検・評価報告書について、

原案どおりということにしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 それでは、原案可決とさせていただきます。 
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○追加議案第１号 北広島市教育委員会教育非常勤職員の私用車による交通事故に対する

処分について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○追加議案第２号 市議会定例会の提出議案について 

 

○松本委員長 追加議案第２号についての説明をお願いいたします。 

○櫻井教育部次長 追加議案第２号市議会定例会の提出議案についてでありますが、先ほど議案

第３号でご承認いただいた第４回定例会に、平成２７年度一般会計補正予算を提出することにつ

いて、教育委員の皆様への議案書配付後に歳出予算の追加が生じたため、改めて教育委員会の提

出を追加議案として求めるものであります。 

 歳出予算の追加の内容につきましては、６ページをご覧いただきたいと思います。 

 既に議案第３号で、先ほどご承認いただいた項目は白塗りで、追加議案は網かけで表示してお

ります。 

 まず、小学校費と中学校費についてでありますが、本日の教育長報告でもご報告いたしました

が、北広島市教育予算要望委員会から要望を受けまして、緊急度や重要度の高い学校施設周辺や

備品の更新要望に対応するため、修繕料と備品購入費を合わせて１,１２０万９,０００円を増額す

るものであります。 

 次に、保健体育費のスポーツ大会出場支援事業については、大会出場者数が当初予算積算時よ

りも増加する見込みのため５０万円を増額するものであります。 

 次に、保健体育費の体育施設管理費につきましては、総合体育館のトレーニング室にあるトレ

ッドミル、ランニングマシーンですけれども、それが故障したことにより、修繕対応がとれない

などから、更新に要する費用として１６５万８,０００円を増額するものであります。 

 なお、この補正予算の内容につきましては、現在、要求レベルであり、今後、理事者査定に経

て、最終確定となりますので、その点はご了承をお願いしたいと思います。 

 以上が歳出補正予算の追加提案の内容であります。 

○松本委員長 ご質疑ございますか。よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 それでは、追加議案第２号、原案可決することに決しました。 
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◎日程第４ その他 

 

○松本委員長 日程の第４になります。日程第４、その他をお願いします。 

○櫻井教育部次長 その他の（１）ということで、次回の第１９回教育委員会議の日程について

お諮りしたいと思います。 

 １２月１８日金曜日４時から、こちらの会議室で開催させていただきたいと思います。議案に

つきましては、平成２７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査北海道版結果報告書への結果

掲載についてと、そのほかに、平成２８年度の予算要求の概要について事務局から説明したいと

思っています。 

 その後、会議が終了しましたら、教育委員会全体、事務局の忘年会を開催したいと思っており

ますので、教育委員のご出席をお願いしたいと思います。会場、日時、会費等につきましては、

詳細が決まり次第、別途連絡をさせていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

 次に、（２）の今後の予定ですけれども、一つ目が、北海道白樺高等養護学校視察研修について

ですが、当初、１２月の教育委員会会議の開催日に実施することで検討してきましたが、１２月

は議会ですとか、教育委員会後の忘年会などの行事が重なることもありまして、年明けの１月以

降の教育委員会会議の開催に実施できるように調整したいと思いますので、よろしくお願いいた

します。よろしいでしょうか。 

 次に、（３）番目としまして、平成２７年度全国学力学習状況調査結果公表について、鹿野次長

のほうからお手元の資料に基づいて説明いたします。 

○鹿野教育部次長 よろしくお願いします。お手元の資料をご覧下さい。 

 去る１０月１５日に行われました教育委員会会議で提示したところでありますけれども、まず、

１番の資料策定にあたりましては、会議の際に確認した内容を載せてあります。これについては、

ご覧いただければと思います。 

 前回の会議でご指摘いただいた公表の仕方及びスケジュールについて、教育委員会としまして

検討した結果を報告させていただきます。 

 まず、公表の仕方についてでありますが、教育委員会のホームページ、それと市内各小中学校

と教育委員会、図書館、これについては、市内の分館も含みます。各地区出張所にて公開するこ

とといたしました。期間については、括弧に書いてあるとおりであります。 

 また、ホームページ及び広報きたひろしまにて、公表の仕方について、ホームページで公開し

ているということと、それぞれの施設で公開していることについて周知をしたところであります。 

 スケジュールについてでありますが、１０月１５日、教育委員会にて公開の内容及び方法につ

いては議決されました。その後、市議会の建設文教常任委員会にて調査結果の報告、さらに２７

日に、公表の仕方について、各小中学校の管理職へ提示をしたところであります。そして３０日、

市教委のホームページ及び市内一部公共施設での公開を開始したところであります。 

 なお、広報きたひろしまでの公表については、１１月１日号で、公表の仕方について周知をし

ました。 
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 また、各小中学校の学校ごとの結果についての公表については、それぞれの中学校区で日程を

調整しまして、１１月中に公表される予定となっております。 

 以上であります。 

○松本委員長 これまでの学力調査の傾向として、平均は平均で動きがあるのだけれども、二極

化というのでしょうか、これが結構見られるというような分析結果が報告されていましたけれど

も、今回は、そのあたりはどんな感じだったのでしょうか。 

○鹿野教育部次長 結果については、それぞれの学校で、同じような状況で、二極化という課題

を捉えて進めているところです。市としましても、二極化に対応するために、学校と一緒に改善

策等を模索しているところですけれども、例えば放課後の時間を使って、生徒を集めて学習する

機会を増やすことや、習熟度別の学習に取り組んでいます。習熟度別の学習をやっている結果が

うまく反映されていないこともあるのですが、徐々に効果が出てきていると分析しているところ

です。 

○松本委員長 PISAショックが２００３年でしたかにあって、それは、ゆとり教育のせいだみた

いな受けとめ方があるのですが、あのときの調査対象は、ゆとり教育を受けていないのですよね、

実は。 

 その後、週休２日制が出てきて、実はその後、収入によって、自宅での学習時間が増えた家庭

がある一方で、当然増えますよ、土曜日休みになりますから、その分、塾に行かせたり親がいる

ということで、結局、学習時間が増えた層と、そうではない家庭環境の子は減っているという。

そうすると、ある程度学習時間と学力に一定の関係があるとすれば、二極化するのは当たり前と

いうか、必然かなという気もいたします。 

 そうすると、実は、そういうことで時間が増えた子は力が付いてきているのかもしれないと。

しかし、そうでない子がいるので、平均は変わらない。そうすると、おっしゃったように、ポイ

ントとしては、階層、あるいは家庭の環境の中でなかなか学習時間が十分にとれない児童生徒に

対してどう考えるか。そういう意味では、例の和田中の夜の授業だとか、土曜日の寺子屋みたい

な取り組みの意味が出てきて、これがまっとうなというか、問題提起をしたというか、そんなよ

うなことも考えられます。 

 ですから、今おっしゃったように、二極化が減らないとすれば、階層を中心としたてこ入れと

いうのでしょうか、ここがないとなかなか平均正答率は上がってこないのではないかなという感

じは受けます。つまり、オールジャパンで言われていることが、北広島にも該当しているという

ことにあるのかなと。感想です。 

○松本委員長 さっき次長が触れておられた、習熟度別の取り組みというのは、どこでどの程度

展開されているのですか。 

○鹿野教育部次長 チームティーチングと習熟度別の授業をやるということで、ほとんどの学校

で加配教員の採用をいただいている。１名与えられると、大体年間６４０時間のＴＴあるいは習

熟度別の指導で活用できます。ただ、それをそれぞれの学級に回しますと、一学級４０時間ぐら

い、学校の規模にもよりますが、そのような形で進めているところです。 
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○松本委員長 大体１人にすると。 

○鹿野教育部次長 授業時数にすると、どこかのクラスでＴＴあるいは習熟度別で週に１８時間

従事するという状況です。 

○松本委員長 よろしいですか。 

（異議なし） 

○松本委員長 その他に。 

○櫻井教育部次長 ２０１６推進計画の内示についてということで、お手元に横２枚と縦２の冊

子があるかと思うのですけれども、２０１６推進計画の内示についてという、薄いほうの冊子の

ご説明をいたします。 

 先月、１０月に２８年度、２９年度、３０年度の２０１６推進計画の内示がありました。１ペ

ージ目には、全体の各部で新規、拡大、継続で、その内容の本数が出ています。教育委員会とし

ては、新規として１２、拡大として９、継続で９０本、合計１１０本の要求事業を出しておりま

す。 

 これに対して、次めくっていただきまして、新たに採択した事業ということで、新規事業１２

件のうち、教育委員会が５番目の大曲小学校校舎大規模改造事業から１２番目までの８件、新規

事業として一応採択された形になっております。ですから、２８年度から新規の事業として上げ

られたということです。 

 その下のページが、拡大事業として１２件採択されたうち、教育委員会は、１０番目の外国語

指導助手活用事業から１２番目まで３件です。事業の中で少しボリュームを増やしたりというこ

との拡大なのですが、それについて認められたという形になっております。 

 次のページをめくっていただきますと、採択となった事業ということで、うちで出しました新

規事業のうちの２件、ゴロッケー普及推進事業と児童・生徒全国文化大会参加支援事業について

は不採択と。不採択の理由としては、右のほうに書いた内容で不採択という形になっています。 

 それと、拡大事業として上げました件については、３番目から７番目までの５件について、右

の理由によって不採択という形になっております。 

 次のページは、現時点で保留としている事業ですので、新規事業として上げましたスポーツ地

域活性化事業、これは組織・団体含めて、整理がついた段階で判断しようというところです。拡

大事業としては、学校支援地域本部のボランティアとして勤務いただいているコーディネーター

を非常勤化したいということですけれども、組織の人員配置により査定ということで保留になっ

ています。 

 継続事業の中で上げている部分でいくと、４、５、６の部分については、これも保留という形

になっているということです。 

 これが現在の推進計画事業の査定内容です。これらの内容を含めて、縦型のほうの表が今まで

の従来の継続事業を含めて、教育委員会が所管しています事業の一覧という形になっています。

採択されたものについては、こちらに載っているという形の一覧になっております。 

 それらを踏まえて、今後、２８年度予算編成時の査定を行う、２９年についても、この推進計
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画に基づきながらやっていくというような形で進めて行くことになります。 

 ただ、この推進計画、現段階の話でありまして、２８年度の予算要求の段階において、例えば、

落ちたとか、復活するということもなきにしもあらずですが、現段階としては、これを前提に予

算を要求したいという形で対応していくという内容になっております。これが推進計画になりま

す。 

 もう一つは、平成２８年度の予算編成の方針ということで、お手元に資料をお配りさせていた

だきました。これは簡単に説明しておりますが、１ページ目からは、日本経済の状況ですとか、

２ページ、３ページは、市財政状況の見通しは厳しいという形になっています。３ページには、

総合計画、いま言った推進計画を踏まえた中で、要求を限定して、また、重点施策のところでは、

定住人口の増加、地域経済の活性化、少子高齢化、人口流出の歯止めというのが重点ということ

になっていまして、地域創生総合戦略も含めての事業を積極的に見直しに取り組むとなっており

ます。 

 また、経費の抑制については、前年踏襲ではなくて、抜本的な見直しを図るとか、市民ニーズ

とか、財政の情勢などを留意しながらやっていくという形になっております。 

 ４ページ目以降については、個別の部分で説明を書いておりまして、予算編成日程については、

８ページになります。１１月２７日に予算要求書を提出することになっております。先ほど推進

計画で上げた事業ですとか、もろもろ含めて２７日までに教育委員会内部での検討を経た中で経

常経費などを予算要求する。政策経費については、１２月４日までとなっております。 

 そして、それらを含めてまとめた中で、経常経費内示が１２月下旬、予算内示が２月上旬とい

う形になっております。予算要求がまとまりましたら、その後の教育委員会議で概要についてお

知らせをしたいと思います。 

 簡単ですが、以上であります。 

○松本委員長 何かありますか。 

○佐藤委員 先ほど教育長の報告で、札幌市でありましたね、ＰＴＡ連合会の要求は、今回のこ

れには載らないということですか。 

○櫻井教育部次長 今のところ拡大の部分では考えていません。 

○松本委員長 要望は受けたけれども、これは増額しないで、従来どおりということですか。 

○櫻井教育部次長 推進計画では増額する形では上げていませんが、２８年度予算要求時に、増

額するかどうかの判断をしたいと思います。 

 先ほど補正予算の議案については、たまたま９日に市の校長会を中心とした予算要望委員会に

出た中、来年に反映する前に補正で対応するということで上げております。ですから、要望を受

けた形で算出したものです。 

○佐藤委員 大きいですよね、１人１万円。 

○櫻井教育部次長 日大高校には１３５万円を補助していまして、生徒１人あたり１,５００円と

なります。１人１万円にしますと、６倍以上になりますので、なかなか厳しいかと思います。 

○佐藤委員 はい、そうですとは言えないですよね。 
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○吉田教育長 通学している子は市民でない場合が多いですから、根拠の問題、どういう計算式

でいくか難しいところです。 

○櫻井教育部次長 なかなか積み上げての根拠というのは難しいかと思います。 

○吉田教育長 いま、日大の中学校、高校、何人ずつ通っているのですか。１００人位だったか

な。 

○櫻井学校教育課長 百十何人だったかと思います。確か。 

○吉田教育長 中学生が十何人で。 

○櫻井教育部次長 中高合わせて１,２００人位でしたか、１０分の１位、１０％位が市内から通

っているかと思います。 

○松本委員長 ほかよろしいですか。 

○櫻井教育部次長 北海道通信という教育関係の新聞記事をお配りさせていただきました。先日

行われました第２回総合教育会議の内容について記載されていますので、ご覧いただきたいと思

います。 

○松本委員長 よろしいですか。 

 それでは、本日の議事は全て終了いたしましたので、閉じさせていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

 

 

 ◎閉会宣言 

 

○松本委員長 それでは予定された議案すべて終了いたしましたので、以上をもちまして第 18 回の教

育委員会会議を終了させていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

午後４時３０分 閉会 

 

以上、会議を記録し、正確を期するためにここに署名する。 
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